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　　　　　　　　　　　　　目的

報酬 の 受け取 りの 際に遅延がある場合、その 報酬の 価値を低く見

積 もっ て しま う現象は 価f蒔 ll引（dmcountinglと呼ばれ て い る。価値

割引 と学習行動の 関係につ い て実験 的に検討 した研究 と して、吉

田 ・青山 （2006）が挙 げられ る。吉田 ・青肉 （2006）で は、実験

的 に試験場 面 を設定 し、勉強時間、勉強量、成績 と価値割引の 関係

を検討 した。その 結果、勉 強時 間、勉 強量、テ ス ト成 績 と価 備 1矧

の 問に相関は見 られ なか っ たが、価値割引が 大きい 人 ほ ど前 日の 勉

強時間、勉強量が増加する とい う現象が見られ、価値割引の 違い が

実際 の 試験勉強の 行動の 違い と して 現れ る こ とを示 した。しか し、

吉 田
・
青山（2006）で はテ ス 5成 績に対 す る報酬 の 受 け渡 し期 間が 3

ヶ 月 後で あ っ たの で、報 酬の 遅延 期間が学習行動に影響を与えた可

能 1生が ある。そこで 本研究で は、報酬 の受 け渡 し期間を 1週 間と 3

カ月の 2っ の 条件を設 けて、吉 田 ・青山（2006）の 追試を行 い 、価値

割引 と実際の 学習行動 の 関係に つ い て 検討す る こ とを 目的とす る。

　　　　　　　　　　　　　方法

実験 日時 2008年 11月 19 日
〜28 日に行 われ た。

実験参加者 大学 生 56名 を対 象 とした。参力睹 の うち、全体の

6ge／e で ある 40名 （男性 16 名、女性 24名）がすべ て 実験に参加 し、

分析対象 とした。平均年齢は 20．0歳 （範囲：18・22歳）で あっ た。

手続 き　吉 田 ・青山（2006）と同様で あっ た。価f酷 Il引の 測定は質問

紙 を用 い た。「も し以 下の 条件で お 金が も らえる と した ら どち らが

好ま しい で すか ？」 とい う文の 下に、5000 円条件で は 「今す ぐの

250 円 vs 　1ヶ 月後 の 5000円」 とい う選択肢 を呈示 し、以降今す

ぐの 選択肢 の 金額 を 250 円刻みで 4850 円ま で 19段 階設 け、それ

ぞれ 1 ヶ月 後の 5000 円との 選択 を行 っ た。こ こ まで が 1枚の 紙 に

印刷 され てお り、2枚 目以 降は 1ヶ月 の 遅 延をそれぞ れ 6ヵ 月、1

年、5 年とした以 外は同 じ形式の 選択肢を設けた。実験参加者はそ

れ ぞれ の選 択肢に つ い て好 ま しい 方 に マ ル をつ けて 選 択 した。

　10 万 円条件 で は 「今す ぐの 5000 円 vs 　1 ヶ 月後 の 10万 円」の 形

式で、今すぐの 選択肢が 5000 円刻みで 9 万 5千円 までの 19段階

を設 けた以外は 5000 円条件 と同 じ形式で あっ た。価値割引の 程度

は Myerson ，　Green＆WarusaWitharana（2001）を元 に、価値割引

曲線 下の 面積 と して 算出 した。遅 延報酬 の 主 観的価 直は 、選好 の 変

化が 見 られ た 即時報酬 の 平均、例えば 「今すぐ の 4250 円 vs 　1 ヶ

月後の 5000 円」 で は後者 を選択 し、今 す ぐの 4500 円 との 選 択 で

は前者を選択 した場合、1ヶ 月後の 5000 円の 主観的価値を4375

円と した。割 引曲線は、縦軸を実際の 価 値 に対す る主観約価イ直の 比、

横軸を最大遅延期問で ある 5年を 1 とす る比 率 と して 作成 した。

試験 勉強場 面 と して、JIS第 2水準の漢字 100字を3 回、計 300

字を掲載 した漢字 ドリル を作成 し、参力睹 に 1週 間漢字学習をする

よ うに 求 める こ とで勉強時間 （分）、勉強量 （個〉を測 定 した。1

週 間後、漢字 ドリル σ）内容か ら書き取りテ ス ト （全 40 問）を行 っ

た。テス トの 結果に応 じて最大 3000円相 当の 賞品 を受け渡 した。

商品の 受け渡 しは 1週間後 と 3 ヶ 月後の 2 条件 であ っ た。

　　　　　　　　　　　　 結果

　総練習 量、総練習時間、テ ス ト成績にお い て、価値割引の 程度 （大

群 ・小群）、報酬の 遅延期間 （1 週間 ・3 ヶ月）に お け る 2 要 因分

散分析を行 っ た結果、有意な差が見 られ なか っ た （F （1，36）く 1．870，
ns ．）。 次 に、日に ちご との 練習量 、練習時間に おい て、価値割引の

程度 （大群 ・小群）、報酬の 遅延 期間 （1週 間
・3 ヶ 月）に お ける 2

要因分散分析を行っ た結果、日に ちご との 練習量 におい て、報酬 の

遅 延期 間 × 日にちの 交 互作用 に有意傾向が 見られた （A7，252）；

1．773
， p ＜ ．10）。日に ちにおい て LSD を用い た多重比較を行 っ た

結果、1週間と 3 ヶ 月条件におい て 3 日目（p ＝．007）に有意な差が

見 られ、4 日 目 （p ＝．086） と 5 日 目（p ＝ ，095）に有意傾 向が見 られ

た （聴 ．1 参照）。

　　　　　　　　　　　　　 褓

　 吉田 ・青山 （2006） と異なり、本研究では価値割 引の 程度が実

際の 学習行動の 違い と して 現れ るこ とは なか っ た。しか し、Fig．1
の結果か ら 3 ヶ 月 条件よ りも 1週 間条 件の 方 が勉強 を開始す る 日

が早い とい う結果が得られた。つ ま り、価値割 引の 大小に 関わ らず、

報酬 の 受 け渡 しが早 い ほ ど勉強 を開始す る 日が早 くなる傾向が 見

られ た ， 今 後 の 展 望は、報酬 の 遅延期聞を変更す る な ど、効果的

な学 習行動 の ための 環境設定に つ い て 検討するこ とで あ る。
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Fig．1．日 に ちごとの練習量にお ける剰 牛問の 比較
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